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Abstract
The construction of Kite materials by PowerPoint is explained in this paper. This instructional
materials were developed To understand uniqueness and diversity by cultural exchange.
The content of this instructional materials is as follows.
1 Japanese kite
2 A world kite and Practical kite
3 A kite as a global culture symbol
Kite is a traditional play, in addition, it is now a symbol of world peace.
And kites are promoting peopleʼs exchange
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．はじめに
2017年月に発表された次期小学校指導要領は、
社会科の内容項目において、地域の文化財や年中行
事に関する記述が増えるなど、「現行学習指導要領
において充実された伝統・文化等に関する様々な理
解を引き続き深め」るという改善の方向性が示され
ている1)。これまで現行学習指導要領においても、
「伝統と文化」に関する教育の充実は強調されてき
た。しかし、「『伝統と文化』を基盤とする日本人の
育成という自国のアイデンティティー形成が強化さ
れると偏狭な自国中心主義の教育に陥る」が、「自
国のアイデンティティー形成なしに国際社会への関
与を図る教育は難しい」のである2)。このことが、
「伝統と文化」に関する教育の課題として指摘され
ている。
そこで、この課題を解決するために、筆者は教材
として凧に着目し、先行実践や先行研究を収集、検
討してきた3)。凧に着目したのは、凧が日本の伝統
的な玩具の一つであり、凧揚げは伝統的な遊びの一
つだからである。また、凧は世界各地にあり、それ
ぞれの地域で独自の形や模様等を完成させると共
に、他地域の凧の影響も受けながら発展してきたか
らでもある4)。日本における凧揚げは、いくつかの
地域では伝統的習俗となっている5)。こうした日本
の凧の「伝統と歴史を率直に見ることは、日本人の
根底にある日本人らしさをあらためてうかがうこと
につながる」と指摘されている6)。世界的にも凧揚
げや凧は各地の伝統的遊びであり、玩具であり、文
化の一つである。世界の凧の「構造、素材、デザイ
ンの多様性と変化はきわめて興味深いものがあり、
地域性や時代性をよく反映」している7)。最近では
様々なメッセージを込めて世界各地で凧が揚げられ
る等、グローバルシンボルとしての性格も強くなっ
ている8)。
凧を教材とした先行実践としては、以下の実践を
検討した9)。
①新潟県白根市立白根小学校「『大凧合戦』テーマ
に総合学習」
②三橋ひさ子「凧があがった日 小学校年―世界
とつながる」
③深山孝之「人を感じていくこと：年組『児童
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会館から科学館へ』『凧作りの魅力って？』の実
践から（Ⅱ授業実践編）」
④浜松市・西部中学校「夢をはぐくむ凧づくり」
⑤田中雅巳「小さな学校の大きな夢『連凧世界一』
を目指して」
⑥長谷川尚「地域の伝統行事に参加 白根大凧合戦
凧合戦を通して、地域を愛する子どもをはぐく
む」
⑦中藤瞳「大だこ作り通し地域住民と交流」
これらの授業記録を検討すると、次のことが指摘
できる。第一に、教材化した凧の地域性、習俗とし
ては、①④⑥⑦は地域に伝わる大凧揚げ習俗を教材
化したものである。③は、地域に伝わる凧を教材化
したものである。⑤は地域に伝わる大凧揚げ習俗に
関連づけて文化創造的取り組みを行ったものであ
る。②は、地域的伝統とは関係なく凧を教材化した
ものである。第二に、教材化した凧の教育活動を見
ると、①②③⑥は社会科、総合的学習の時間、道徳
等の教科・領域の授業実践となっている。④⑤⑦は
特別活動、並びに学校行事等の教育活動となってい
る。社会科、総合的学習の時間、道徳等の教科・領
域の授業実践となっている①②③⑥を検討すると、
次のことが指摘できる。第一に、内容構成としては
凧の特徴や歴史、凧の利用方法、製作・飛揚の技術、
飛揚原理、凧の製作・飛揚に関わる人々の心情等が
取り上げられている。第二に、展開方法としては観
察、製作、飛揚体験等の具体的な活動や体験が取り
入れられている。
そこで、これらの検討から、凧教材の開発方針と
して、以下のことが指摘できる。第一に、教材内容
としては日本、並びに世界の凧、凧の歴史、凧の利
用方法を取り上げる。第二に、凧の歴史、利用方法
については、当初の軍事、厄除け等の性格から、遊
びとして発展する中で文化シンボルとしての性格を
強めていることを取り上げる。第三に、日本並びに
世界の凧については、各地に見られる凧が文化交流
を通して独自性を追求し、多様な凧並びに凧揚げ文
化を形成していることを取り上げる。第四に、生活
科、社会科、総合的学習といった社会系教科におけ
る活用を意図して、平易なテキストと画像等による
ページ構成を図る。第五に、教材の形態は国内外で
の活用を意図して、パワーポイント教材として開発
する。第六に、世界のどこでも簡単に製作できる凧
の製作方法を付録として紹介する。
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このような方針のもと、パワーポイント教材とし
て「グローバル文化としての凧」教材を開発した。
本教材は、33ページの構成である。各ページは、テ
キストと画像によって構成されている。テキストと
しては日本語版、英語版、フランス語版がある。本
小論では、日本語版を紹介する。凧の製作方法は省
略する。提示にあたってはアニメーション機能、並
びに効果音楽として三味線の楽曲を使用している。
最初のページでは、タイトル「凧」と、以下の本
教材内容の構成が明示されている。

．日本の凧
．世界の凧と実用的な凧
．グローバル文化シンボルとしての凧
以下、各ページを紹介する。
．「日本の凧」のページ構成
タイトルページに続いて、「日本の凧」のページ
がある。「日本の凧」は、ページから17ページま
で、16ページで構成されている。
ページは、日本の凧の特徴を示すテキストと写
真によって構成されている。すなわち、大きさや
形、凧絵の多様性である10)。
ページからページは、日本各地の凧が、写真、
日本地図とともに紹介されている。日本の凧の多様
な形、大きさ、絵や模様、彩色、凧の呼び方等、視
覚的な理解が意図されている。日本の凧は各地の地
理的気象的条件に対応して作成され、改良されると
ともに、周辺の国々の凧の影響を受けながら、それ
ぞれの地域で発展してきた。そこで、日本各地の凧
を形態と構造を手がかりに、つに分けて紹介して
いる11)。
第一に、角凧、及び角凧から変化した凧である。
角凧として江戸角凧、津軽凧、能代凧を取り上げた。
角凧から変化した凧として、六角凧、駿河凧、静岡
県横須賀のぶか凧を取り上げている。これらの凧は
骨組に曲線がないこと、親骨と添え骨があること、
糸目は本以上あること等が特徴である。
江戸角凧は長方形で、長い「うなり」と長い「糸
目」を付けて揚げるのが特徴である12)。「うなり」
というのは、丸竹や割り竹で作った弓矢の弓のよう
なものに籐（とう）をテープ状に裂いたものを張り、
それを凧の上部に取り付け、籐が風で震える音を聞
くというものである。昔は籐の代わりに鯨の髭を薄
く裂いたもの、動物の皮なども使われたそうであ
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る。「ブンブン」という唸りは、騒音も少なく静か
だった頃には遠くまで響き渡り、その音を頼りに凧
あげを見に行ったと言われている。「糸目」の長さ
は、凧の縦の長さの20倍と言われる。凧絵が錦絵の
ような「江戸角凧」は、別名「江戸錦絵凧」とも呼
ばれている。青森の津軽凧は、骨組みにヒバの木を
薄く割ったものを使っている13)。大きさは畳二丈ほ
どである。凧絵は、武者絵が多い。秋田のべらぼう
凧は、舌を出した顔が大きく描かれたユニークな和
凧である14)。歌舞伎の隈取りをして芭蕉の葉の頭巾
をかぶった「男べらぼう」と、牡丹の花が描かれた
頭巾をかぶった「女べらぼう」がある。男女の絵柄
がある珍しい凧絵である。舌を出しているのは魔よ
けの意味があるといわれている。
三条市は六角凧の発祥の地である15)。海外にも
「SANJO ROKKAKU」の名で知られている。六角
凧は、揚げないときは芯棒を抜いて丸めておくこと
ができ、携帯性に優れている。駿河凧は、“駿河の
イカ凧”とも呼ばれ、下部が左右にエラを張ったよ
うにでっぱっている16)。「ぶか凧」とは武家が転じ
たもので、元来は武家の凧とされる17)。また、風が
弱くてもフワフワ、ブカブカとよく揚がるので「ぶ
か凧」と呼ばれるようになったとも言われている。
第二に、風袋のついた凧、及びそれの変化した凧
である。こうした凧として、江戸奴凧、臼杵市の裏
奴凧、愛知県の桜井凧を取り上げた。こられの凧
は、骨組みが曲線を主体としていること、親骨と添
え骨の区別がないこと等が特徴である。
奴凧は、安永年間（1772〜1781年）に登場する18)。
奴とは、武家に働く低い身分の奉公人を蔑む時の呼
び名である。奴凧は、この奴が着ていた大きな四角
形を染めぬいた半纏の筒袖を張った姿をまねて作っ
たものである。鳶凧の変形とも言われている。庶民
は、身分の低い奴さんを描いた凧を武家屋敷の上に
揚げて、溜飲を下げたと言われている。西三河から
三重県地方の凧は、複雑な構造の袖（風袋）を持つ
凧が多い19)。安城市桜井町周辺で作られている桜井
凧は、元禄年間（1688〜1703年）、名古屋から西端
（現碧南市西端町）に伝えられたと言われる。全国
でも珍しい左右非対称の凧「天神」など、凝った形
態のものが多い。裏奴は、奴の後姿を描いたもので
ある20)。臼杵地方ではお盆の暑い時期に凧をあげる
習わしがあり、臼杵のお盆の風物詩となっている。
第三に、長崎のハタ系の凧、及びハタの変化した
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凧である。こうした凧として、長崎県のハタ、土佐
凧、スルメ天旗を取り上げた。これらの凧は、いず
れも菱形であること、本の竹骨を十字に組み合わ
せた構造であること、糸目は本で中心線にあるこ
と等が特徴である。
「ハタ」は、長崎では「凧（たこ）」のことであ
る21)。「ハタ揚げ」は、江戸時代から「長崎くんち」
「精霊流し」とともに長崎三大行事の一つである。
ハタは、出島オランダ商館の従者として来たインド
ネシア人から伝わったというのが定説となってい
る。高知県東部では、江戸時代、男児出生を祝った
り、還暦を祝ったりするのに土佐凧を揚げるように
なったと言われている22)。その際、親凧に、景品の
書かれた札を入れ紙で蓋をした竹駕籠をつるし、導
火線に火を付けて凧を揚げたそうである。この導火
線の火が竹駕籠の紙蓋を燃やすと、中の景品札が地
上に落ちるという仕掛けである。「スルメ天旗」は
二本の骨木を十文字に組み合わせ、その横木を糸で
しならせて弓状にする23)。そして、ハタの両肩の一
部を「スルメ」の耳として、糊付けせずに残したも
のである。これが干しスルメの形に似ていること、
宮城がスルメの産地であったことから「スルメ天
旗」と呼ばれるようになったと言われる。
第四に、唐人凧、及び唐人凧の変化した凧である。
こうした凧として、山口県見島の鬼ようず、天草バ
ラモン、福島県の会津唐人凧を取り上げた。これら
の凧は、中心線にしっかりした竹が親骨として用い
られていること、外形は曲線による複雑な形態のも
のが多いこと、縄尾をつけること、弓唸りが使われ
ること等が特徴である。鬼ようずの「揚子（よう
ず）」とは凧のことで、鬼の顔をクローズアップし
た凧である24)。下には「ヘコ」と呼ぶ紅白の縞模様
の尾がついている。この鬼揚子は、平安時代から揚
げられるようになったと言われている。「ばらもん」
とは、五島の方言「ばらか（活発な、元気がいいと
いう意味）」からきていると言われている25)。黒竹
で骨組みし、和紙か布を張り付け、武者が鬼に喰ら
い込まれた姿が描かれている。独特の唸り音があ
り、子どもの厄を払い、無事な成長を祈願する縁起
の良い凧として親しまれている。会津唐人凧は、目
をむきだし、大きな口から長い舌を出した唐人武者
の兜に、鬼がかみついている様子が描かれてい
る26)。下部が全長の約半分をしめている。
ページ、ページでは、「日本人の民族的特性
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如実に示す」習俗とされる大凧揚げが紹介されてい
る27)。各地に残る大凧揚げ習俗の中からページで
は春日部市宝珠花地区の大凧揚げが、ページでは
浜松市の大凧揚げが紹介されている28)。宝珠花地区
の大凧揚げを取り上げたのは、凧の大きさが縦15
m、横11 m と現在揚げられている大凧の中で最も
大きい凧だからである。宝珠花地区の大凧は、豊作
を祈願して月に揚げられている。浜松市の大凧を
取り上げたのは、日本三大凧合戦の一つとされ、
100万人を越える観光客を集める東海地方の一大イ
ベントとなっているからである。浜松市の大凧は、
子どもの成長を願って月に揚げられる。
10ページから17ページは、日本の凧の歴史を扱っ
ている。日本の凧は、「紙鳶（しえん）」「紙老鴟（し
ろうし）」と中国と同じ呼び名で呼ばれていたため、
中国から伝わったと考えられている。10ページで
は、最も古い記録の残る中国を起源として紹介して
いる。『韓非子』に、紀元前300年ごろ墨子が「木鳶」
（木製の凧のこと）を作って揚げたという記述があ
るからである。
日本で凧が文献に登場するのは、『日本書紀』に
養老（720）年の記録が、『肥前風土記』には713
年ごろの記録がある。すなわち、奈良時代にはすで
に凧が伝わっていたと考えられる。その後、10世紀
初頭に書かれた『倭名類聚抄』にも、「紙鳶」「紙老
鴟」の文字が記述されている29)。11ページでは、こ
れらのことを紹介している。
13ページは、凧が広く普及する江戸時代以前の様
子を紹介している30)。例えば、横須賀凧は、戦国時
代、敵の陣地の測量や通信手段などに利用されたの
がその始まりと言われ、約500年の伝統がある。天
正年間（1573〜1592年）、徳川氏と武田氏が争って
いたころ、敵の陣地の測量に利用したり、軍が包囲
されたとき凧の尾に密書を託して援軍を求めたりし
たと伝えられている。また、各地に残る大凧揚げ習
俗の中には江戸時代以前に始まったものもある。例
えば、愛媛県五十崎の大凧揚げは鎌倉時代から、静
岡県浜松の大凧揚げは永禄年間から始まってい
る31)。また、長崎では、14世紀ころから交易船に
よって南方系の菱形凧が持ちこまれはじめた。17世
紀には出島で商館の使用人たち（インドネシア人と
言われる）が凧揚げに興じたことが記録に残ってい
る。長崎では、南蛮船の旗の模様から凧を「ハタ」
と呼び、菱形凧が盛んになったと言われている。こ
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れは、中近東やインドが発祥と言われる菱形凧が
14、15世紀の大航海時代にヨーロッパに伝わり、オ
ランダの東方交易により東南アジアから長崎に広
まったものとされる。
江戸時代になると、凧は全国的に大流行する。13
ページから17ページでは、凧が広く遊ばれるように
なった戸時代の様子を浮世絵で紹介している。13
ページは、葛飾北斎『富嶽三十六景』の「江都駿河
町三井見世略圖（こうとするがちょうみついみせ
りゃくず）」である。富士山を背景に、江戸で誕生
した角凧ととんび凧と呼ばれる袖凧が揚がってい
る。江戸時代には各地で様々な凧が作られ、揚げら
れるようになる。形や大きさ、絵や模様等、江戸時
代には多様な凧が登場してくる。14ページは、そう
した凧が描かれた一雄斎国輝『春の明ぼの』であ
る32)。中央の角凧には「曾我兄弟仇討ち」を演ずる
役者の凧絵が描かれ、遠景には剣凧・奴凧・角凧・
鳶凧・たこの凧・龍字凧・奴凧の連凧が描かれてい
る。また、それまで凧は「イカノボリ」と呼ばれて
いた。例えば、1655（明暦元）年
月20日、「町中
にてのイカノボリを揚げることを禁ず」との禁止令
が出されている。翌年にも禁止令は出されている
が、「町中にてのタコ揚げを禁ず」と「イカノボリ」
から「タコ」と呼び方が変わっている。江戸の庶民
が「これは『イカ』ではなく『タコ』だ」と言い張っ
たことをきっかけに、「タコ」の呼び方が生まれた
と言われている。そして、この呼び方は、参勤交代
によって各地に広まっていった。一方、長崎県の
「ハタ」、五島列島の「ばらもん」、山口県の「鬼よ
うず」等、地方では様々な呼び方があり、現代に引
き継がれている33)。15ページ、16ページでは、こう
したことを紹介している。また、17ページでは、奴
凧を例に、江戸で流行した凧が各地に広がり、それ
ぞれの地域で独自の発展を遂げていることを紹介し
ている34)。明治時代以降、電線が増えるに従い市中
での凧揚げは減っていく。しかし、正月や節句の子
どもの遊びや祭りの楽しみとして、凧揚げは現在も
続いている。
．「世界の凧と実用的な凧」のページ構成
「世界の凧と実用的な凧」は、18ページから27ペー
ジまでの10ページで構成されている。世界の国々の
中から取り上げたのは中国、韓国、マレーシア、フ
ランス、アメリカ、グアテマラである。
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18ページでは、中国を紹介している35)。中国の凧
揚げは、「清明断鷂子」といわれ、立春から2か月ぐ
らいが凧揚げの季節である。中国で最も一般的な凧
は、「沙燕」と呼ばれる燕の形をしているものであ
る。また、鳥、昆虫などを象った凧も多い。19ペー
ジでは、韓国を紹介している36)。韓国の凧は、縦長
の長方形をした凧が主流である。この凧は合戦凧と
呼ばれ、中央に風穴があり、高速で移動する機能を
持たせてある。韓国では送厄、来福の祈りを込めて
旧暦の正月に揚げられる。20ページでは、マレーシ
アの凧を紹介している37)。マレーシアでは、凧は民
族の象徴とされ、マレーシア航空の尾翼のデザイン
にもなっている。マレーシアでは、稲の収穫が終
わった〜月に凧揚げが行われる。豊作を感謝
し、好天を祈る祭事として行われる。マレーシアで
よく揚げられる凧は、月の凧と呼ばれるものであ
る。上部に半月、中央に満月、下部に新月を配した
ものである。21ページでは、アメリカの凧を紹介し
ている38)。アメリカの凧といえば、ゲイラカイトが
有名である。1974年に発売され爆発的に流行した。
ロガロ翼を持ったゲイラカイトの特徴は、しっぽが
なくても安定し、効率よく凧が揚げられることであ
る。ゲイラカイトは、三角形の洋凧を示す代名詞に
もなっている。また、アメリカには飛行機やロケッ
トを象った凧も多い。22ページでは、フランスの凧
を紹介している。最近のフランス凧は、立体凧が主
流となっている。カラフルでユニークなデザインの
ものが多く、ディスプレイされているだけでも興味
深い。23ページでは、グアテマラの凧を紹介してい
る39)。グアテマラは、死者を弔うために墓場で凧揚
げが行われる。グアテマラでは、「親しかった人が
亡くなると、その魂は凧に乗って住み慣れた懐かし
い地の大空を自由に鳥のように飛び回り、また凧の
紐を通して先祖と話ができる」と信じられているか
らである。
24ページからは、実用的な凧を紹介している。凧
は、気象観測、移動通信用のアンテナ、漁労、カイ
トフォト、カイトサーフィン等、様々に利用されて
いる。これらの実用的な凧の中から、例を取り上
げた。24ページは、凧の利用で有名なフランクリン
の凧を紹介している40)。フランクリンは、1752年、
凧を使って雷の正体が電気であることを証明した。
彼は、雷を伴う嵐の中で凧を揚げ、凧糸の末端に、
ワイヤーで接続したライデン瓶によって雷雲の帯電
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を証明するという実験を行ったのである。その際、
雷の電気にはプラス極とマイナス極の両方の極性が
あることを確認したと言われている。25ページで
は、凧による魚釣りを紹介している。凧は生産活動
にも利用されている。メラネシアやミクロネシアの
島々では、魚釣りに凧が利用されている。椰子やパ
ンの木の葉で凧を作り、蜘蛛の巣を集めて作った厚
い輪を疑似餌にダツという魚を釣るのである。ダツ
は神経質な魚で、船が近づくだけで逃げてしまうの
で、船から離れたところに凧をあげてえさを垂らし
て釣るそうである41)。26ページでは、カイト・フォ
トグラフィーを紹介している42)。カイト・フォトグ
ラフィーとは、凧にカメラを付けて、遠隔操作で空
中撮影することである。風景を撮影するだけでな
く、遺跡や地雷原の調査にも利用されている。27
ページでは、カイトサーフィンを紹介している43)。
カイトサーフィンは、カイトボードというスポーツ
の競技種目である。カイトボードは専用の凧を用い
て、ボードに乗った状態で、水上を滑走するウォー
タースポーツである。
．「グローバル文化シンボルとしての
凧」のページ構成
「グローバル文化シンボルとしての凧」のページ
は、28ページから32ページまで、ページで構成さ
れている。
28ページでは、日本、タイ、フランスで開催され
た国際凧揚げ大会の様子を紹介している。世界の凧
が一堂に会した国際凧揚げ大会はアジア、アメリ
カ、ヨーロッパ等世界各地で行われている。そし
て、凧を通して世界の人々の交流の輪が広がってい
る。こうした凧、並びに凧揚げをする人々の交流が
拡大する一方、最近は「平和」や「復興」のシンボ
ルとして凧が揚げられるようになっている。
29ページ、30ページでは、日本における凧をシン
ボルとした凧揚げの様子を紹介している。糸満市で
行われている『国際平和の凧揚げフェスタ』は、戦
没者や祖先とともに平和を喜び、沖縄にとどまらず
世界各地に伝わる凧揚げを通して地域、世代を超え
た交流を図るために行われている44)。また、阿蘇市
や富士吉田市で行われている『命の凧揚げ大会』は、
東日本大震災や熊本地震の追悼と復興への願いを込
めて、凧揚げが行われている45)。このように凧を文
化シンボルとした取り組みは、日本でも数多く行わ
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れるようになっている。
31ページは、ガザで行われた凧揚げを紹介してい
る。ガザでは、東日本大震災の復興支援のために
2012年から凧揚げが行われている。2016年月13日
に行われた凧揚げを、朝日新聞は次のように伝えて
いる46)。
「願いよ届け ガザへ釜石へ
パレスチナ自治区ガザ南部ハンユニスで13日、子
どもたち約
千人がたこ揚げをし、東日本大震災の
被災者を激励した。今年で回目。被災地の岩手県
釜石市でも戦争で傷ついたガザの人々と連帯するた
こ揚げが行われ、双方の子どもたちがインターネッ
ト電話で会話した。交流行事には昨年11月に日本の
NGOなどの招きで釜石を訪れた子ども人も参加。
日本の友達とネット電話で「再会」したラワン・サ
フィさん（14）は、「復興に向けた日本の挑戦を尊
敬している。自由と平和を願い、たこを揚げたい」
と話した」
こうしたガザでの取り組みに対し、2015年月
日、日には、ガザと釜石の子どもたちによる合同
の凧揚げ、並びにインターネット電話による交流会
も開催されている47)。また、2016年には、国連パレ
スチナ難民救済事業機関（UNRWA）の呼びかけ
による、東日本大震災の被災地の復興と中東・ガザ
地区の平和を願い世界で同時に平和の凧をあげる
キャンペーンが、釜石とガザだけではなく世界各地
で実施されている。ピースボートは、このキャン
ペーンに応え、イースター島での凧揚げを行ってい
る。32ページでは、この様子を紹介している48)。
．おわりに
本小論では、パワーポイント教材として開発した
「グローバル文化としての凧」教材を紹介してきた。
本教材は、教材内容としては日本、並びに世界の凧、
凧の歴史、凧の利用方法を取り上げている。そし
て、凧の歴史、利用方法については、当初の軍事、
厄除け等の性格から、遊びとして発展する中で文化
シンボルとしての性格を強めていることを取り上げ
た。また、日本並びに世界の凧については、各地に
見られる凧が文化交流を通して独自性を追求し、多
様な凧並びに凧揚げ文化を形成していることを取り
上げた。本教材は、凧をとおして、グローバルな視
野から日本の「伝統と文化」に関する理解と発信を
図るところに意義が認められる。今後の課題は、国
内外の教育機関において本教材を使った授業実践を
実施し、開発教材の教育成果を検証することであ
る。
【註】
1）文部科学省『小学校学習指導要領』平成29年月．
http://www.mext.go.jp/ 2017年月22日閲覧．
2）中村 哲「国際交流としての鯉のぼり活動とその意義」
関西学院大学教育学部『教育学論究』第号，2016
年12月，pp. 135-145.
3）幼稚園や保育所，義務教育学校等で凧の活用は図ら
れているが，記録として残されているものは少ない
現状である。収集した主な先行研究，先行実践は，
以下のとおりである。
①広井力「凧―その造形」東京学芸大学『東京学芸
大学紀要 第5部門 芸術・体育』24号，1972年
月，pp. 71-91.
②髙田誠「たこ（凧）の方言」筑摩書房『言語生活』
373号，1983年
月，pp. 62-64.
③佐々木光子「大学と地域で創る生涯学習活動の研
究―後志地方におけるワークショップによる地域
共同活動の試み―」浅井学園大学生涯学習研究所
研究紀要『生涯学習研究と実践』第10号，2007年

月，pp. 179-181.
④林直輝「際物絵の成立と展開―幟と凧を事例に―」
矢島新編『仏教美術論集 近世の宗教美術−領
域の拡大と新たな価値観の模索』竹林舎，2015年
月，pp. 71-91.
⑤新潟県白根市立白根小学校「『大凧合戦』テーマに
総合学習」時事通信社『内外教育』No. 5239，
2001年10月，pp. 10-12.
⑥三橋ひさ子「凧があがった日 小学校年―世界と
つながる」歴史教育者協議会『歴史地理教育』No.
648，2002年12月増刊号，pp. 90-97.
⑦深山孝之「人を感じていくこと：年組『児童
会館から科学館へ』『凧作りの魅力って？』の実践
から（Ⅱ授業実践編）」静岡大学教育学部附属小学
校『研究紀要：学びをひらく』2002，2003年，pp.
43-48.
⑧浜松市・西部中学校「夢をはぐくむ凧づくり」
『ファミリス』静岡県出版文化会，2008（平成20）
年度月号，p. 5.
⑨田中雅巳「小さな学校の大きな夢『連凧世界一』
を目指して」学研『教育ジャーナル』2009年月
号，pp. 1-4.
⑩長谷川尚「地域の伝統行事に参加 白根大凧合戦
凧合戦を通して、地域を愛する子どもをはぐくむ」
学研『教育ジャーナル』2010年11月号，pp. 1-4.
⑪中藤瞳「大だこ作り通し地域住民と交流」『内外教
育』時事通信社，2010年12月日，pp. 12-14.
また，これまでの研究成果は，次のとおりである。
①｢地域コミュニティを形成する伝統文化教育の方法
―浜松市立西部中学校『夢を育む凧づくり』を手
がかりとして―」，峯岸由治，和文化教育学会『和
文化教育研究』査読有り，第11号，pp. 2-9，2017
年．
②｢地域への愛着形成を意図する伝統文化教材の授業
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構成―静岡大学附属静岡小学校第学年社会科授
業実践『凧作りの魅力って？』を手がかりに―」，
峯岸由治，pp. 121-135，中村哲編著『文化を基軸
とする社会系教育の構築』風間書房，2017年．
③｢大凧合戦を教材とした学習指導の構成と関連―新
潟市立白根小学校の総合活動・道徳授業実践を手
がかりに―」，峯岸由治，和文化教育学会『和文化
教育研究紀要』，査読有り，第号，pp. 11-18，
2015年．
④｢文化の独自性と多様性の視点から凧を教材化した
授業実践の解明―小総合的学習実践『凧のあ
がった日』を手がかりに―，峯岸由治，関西学院
大学教育学会『教育学論究』査読なし，第号，pp.
87-95，2014年.
4）「中国に発生した凧は，その後世界各地に伝承され，
それぞれの国において，固有の発達をとげました。
今日，世界には，古い歴史と伝統を持ち，各々の民
族性を反映した，さまざまな凧があります」広井力
『凧―空の造形 凧の発生と歴史・日本の凧・制作の
基本・創作凧・世界の凧』美術出版社，1972年，p.
108.
5）文化庁が作成している『国指定文化財等データベス』
に，「記録作成等の措置を講ずべき無形の民俗文化財」
として以下の習俗が登録されている。
①近江八日市の大凧揚げ習俗
②関東の大凧揚げ習俗
③山陰の大凧揚げ習俗
④東海地方の大凧揚げ習俗
6）前掲 4)広井，p. 18.
7）同上，広井，p. 12.
8）朝日新聞は，「届け希望 ガザから被災地へ」という
見出しで，パレスチナ自治区ガザ南部ハンユニスで，
2014年月11日東日本大震災の犠牲者を追悼し，被
災者を励ますため，1000人の子どもたちが凧揚げを
行ったという記事を配信している。朝日新聞，2014
年月12日朝刊．
9）前掲 3)⑤から⑪．
10）凧については，以下の文献，およびホームページを
参考にした。特に断らない限りは，ここからの引用
である。
①比毛一朗『凧大百科―日本の凧・世界の凧』美術
出版社，1997年.
②広井力『凧―空の造形』美術出版社，1972年.
③広井力『凧をつくる』大月書店，1990年.
④新坂和男『凧の話』講談社，昭和56年.
⑤俵有作編著薗部澄撮影『日本の凧』菊華社，1970
年.
⑥日本の凧の会・斎藤忠夫・茂出木心護・広井力・
比毛一朗『日本の凧大全集』徳間書店，1976年.
⑦斎藤忠夫『凧づくり』保育社，昭和50年.
⑧斎藤忠夫『世界の凧』保育社，平成年.
⑨監修 日本凧の会 文 茂出木雅章 『凧』文溪堂，
2015年
⑩フリー百科事典『ウィキペディア』
https://ja.wikipedia.org/wiki/
2017年月22日 閲覧
11）前掲10)⑤俵，p. 130.
12）江戸角凧 http://www.mikiotoki.com/edodako1.html
2017年月22日 閲覧
13）日本伝統文化振興機構 http://www.jtco.or.jp/
2017年月22日 閲覧
14）秋田ふるさと検定対策
http://sotsuken.core‒akita.ac.jp/furusato/
2017年月22日 閲覧
15）前掲10)⑩『ウィキペディア』，「三条凧合戦」
2017年月22日 閲覧
16）凧八 http://kite8.com/
2017年月22日 閲覧
17）しずおか 木使い net
http://kizukai.pref.shizuoka.jp/index.asp
2017年月22日 閲覧
18）勝ちスポ！ http://www.kachispo.com/k/244/
2017年月22日 閲覧
19）みかわこまち https://mikawa‒komachi.jp/
2017年月22日 閲覧
20）臼杵市HP http://www.city.usuki.oita.jp/
2017年月22日 閲覧
21）長崎市HP
http://www.city.nagasaki.lg.jp/nagazine/
2017年月22日 閲覧
22）Web 高知 http://www.webkochi.net/
2017年月22日 閲覧
23）仙台凧の会 http://sendai‒takonokai.org/index.html
2017年月22日 閲覧
24）おいでませ 山口ブランド館
http://www.pref.yamaguchi.lg.jp/gyosei/kanko/
2017年月22日 閲覧
25）長崎県産品オンラインカタログ
http://www.e‒nagasaki.com/ 2017年月22日 閲覧
26）あいばせ https://www.aizukanko.com/kk/aibase/
2017年月22日 閲覧
27）前掲 4)広井，p. 21.
28）宝珠花地区の大凧については，下記のサイトを参考
にした。
春日部市HP
http://www.city.kasukabe.lg.jp/bunka_sports/
kankou/oodakomatsuri/
浜松市の大凧については，下記のサイトを参考にした。
前掲10)⑩，『ウィキペディア』「浜松まつり」
29）前掲10)⑩，『ウィキペディア』「倭名類聚抄」
30）前掲17) しずおか 木使い net．
31）前掲10)⑨茂出木，p. 29.
32）『くもん子ども浮世絵ミュージアム』
http://www.kumon‒ukiyoe.jp/ 2017年月22日 閲覧
なお，画像の使用については公文教育研究会の許可
をいただいた。
33）「鬼ようず」については，前掲24)『おいでませ 山口
ブランド館』を参考にした。また，「ハタ」について
は，前掲21)長崎市HP を参考にした。
34）17ページについては，下記のサイトを参考にした。
「奴凧」前掲18)勝ちスポ！
「庄助奴」掛川市HP
http://www.city.kakegawa.shizuoka.jp/kankou/
2017年月22日 閲覧
「ようかんべい」大分県の玩具
http: //www.asahi‒net. or. jp/~vc3k‒nrm/gang/gang_
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ooita.html 2017年月22日 閲覧
35）中国の凧については，下記のサイトを参考にした。
凧―手作りの魅力 http://www.takoaki.com/
前掲10)⑩，『ウィキペディア』「凧」
2017年月22日 閲覧
36）韓国の凧については，下記のサイトを参考にした。
「ぐるくん」のひとりごと
http://blog.goo.ne.jp/dive‒gurukun
take a trip 一期一会 http://doukyusei.exblog.jp/
2017年月22日 閲覧
37）マレーシアの凧については，下記のサイトを参考に
した。
マレーシア政府観光局
http://www.tourismmalaysia.or.jp/mstyle/
2017年月22日 閲覧
38）アメリカの凧については，下記のサイトを参考にした。
前掲35) 凧―手作りの魅力 2017年月22日 閲覧
39）グアテマラの凧については，下記のサイトを参考に
した。
cielosinfin.com 渓さんの「アンティグア・レポート」
http://atabalspanishschool.com/_kei/
2017年月22日 閲覧
40）今の技術がよくわかるテクノマガジン『テクマグ』
http://www.tdk.co.jp/techmag/index.htm
2017年月22日 閲覧
41）「シンガポールからサンタクルーズ諸島の間の、イン
ドネシアとメラネシアの無数の島々には凧によるダ
ツ釣りの習慣がある」
前掲10)①比毛，p. 469.
42）しずふぁん http://www.shizufan.jp/
2017年月22日 閲覧
43）前掲10)⑩，『ウィキペディア』「カイトサーフィン」
2017年月22日 閲覧
44）糸満市HP http://www.city.itoman.lg.jp/
2017年月22日 閲覧
45）「FUJISAN地球（ちだま）フェスタ “WA” 2017」
http://www.chidama.net/festa2017/contents/
takoage_report.html 2017年月22日 閲覧
46）朝日新聞，2016年月14日朝刊．
47）交流の様子は，下記ホームページに紹介されている。
http://resultsjp.org/ 2017年月22日 閲覧
48）ピースボートは，国際交流を目的として設立された
非政府組織，並びに主催している船舶旅行の名称で
ある。1983年に早稲田大学の学生が設立した。
http://peaceboat.org/home.html
2017年月22日 閲覧
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